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〔 ２ 〕令和元年11月号

 

【
総
　
務
　
 費
】

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
事
務
費
（
委

託
料
）
に
　
億
７
千
万
円
は
、
か
か
り

１０

過
ぎ
で
は
な
い
か
。
経
費
を
抑
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
？
（
佐
藤
）

Ａ
　
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
工

夫
す
る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
特
定
政
策
調
査
検
討
業
務
事
業
の

ブ
ド
ウ
試
験
栽
培
の
具
体
的
な
内

容
は
？
（
赤
井
）

Ａ
　
旧
蕨
野
小
学
校
跡
地
を
利
用
し
、

昨
年
５
月
連
休
明
け
に
赤
２
種
類
、
白

２
種
類
の
５
本
ず
つ
　
本
を
試
験
的
に

２０

植
え
た
。
今
年
も
追
加
の
補
植
を
行
っ

た
。
昨
年
６
月
か
ら
７
月
は
低
温
長
雨

だ
っ
た
た
め
、
収
穫
は
良
く
な
か
っ
た

が
、
今
年
は
順
調
に
育
っ
て
い
る
。

（
課
長
）

Ｑ
　
将
来
的
に
は
ワ
イ
ン
造
り
に
つ

な
が
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
？
（
赤
井
）

Ａ
　
今
は
１
件
の
農
家
が
協
力
し
て
く

れ
て
い
る
が
、
今
後
、
協
力
者
も
増
え

る
予
定
な
の
で
、
　

年
後
を
目
指
し
進

１０

め
て
い
き
た
い
。
（
町
長
）

Ｑ
　
　
年
後
を
目
指
す
な
ら
、
も
っ
と

１０

内
容
を
公
表
す
べ
き
で
は
？
（
三
澤
）

Ａ
　
ま
だ
ま
だ
結
果
が
出
る
段
階
で
は

な
い
の
で
、
公
表
で
き
る
段
階
に
な
っ

た
ら
発
信
す
る
。
（
町
長
）

Ｑ
　
合
併
後
、
初
の
新
年
交
礼
会
だ

っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る

の
か
？
（
三
澤
）

Ａ
　
１
月
８
日
の
午
後
に
開
催
し
た
。

１
５
９
名
の
参
加
だ
っ
た
が
、
も
う
少

し
多
く
の
参
加
を
期
待
し
て
い
た
。
周

知
が
　
月
広
報
の
１
回
の
み
だ
っ
た
の

１２

で
、
少
な
く
て
も
　
月
、
　

月
の
２
回

１１

１２

は
広
報
に
掲
載
し
た
い
。
次
回
も
「
は

ぴ
あ
八
雲
」
で
立
食
形
式
な
ど
で
、
出

席
者
が
動
き
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
、

開
催
時
間
も
２
次
会
に
流
れ
や
す
い
よ

う
、
夜
に
開
催
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
る

要
対
策
土
の
処
分
地
は
、
八
雲
町
内

に
な
い
の
か
？
（
大
久
保
）

Ａ
　
鉄
道
運
輸
機
構
か
ら
町
に
受
入
地

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
要
請
が
あ
り
、

探
し
て
い
る
。
環
境
不
安
等
か
ら
、
い

ま
ま
で
候
補
地
が
選
定
で
き
ず
に
い
た
。

民
有
地
で
あ
れ
ば
、
将
来
の
管
理
に
不

安
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
有
地
で
受
け

入
れ
す
る
方
針
。
引
き
続
き
、
鉄
道
運

輸
機
構
と
協
力
し
な
が
ら
、
探
し
て
い

く
。
（
室
長
）

決算特別委員会

 横  田 　 喜  世  志 　委員長
よこ た き よ し

        
町民の幸せに
つながったか？
携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

※主な質疑を抜粋しました。
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【
民
　
生
　
 費
】

Ｑ
　
熊
石
地
域
に
お
け
る
学
童
保
育

に
つ
い
て
、
「
父
母
か
ら
の
要
請
が
な

い
か
ら
」
と
い
う
認
識
の
ま
ま
、
需
要

調
査
も
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
？

（
田
中
）

Ａ
　
八
雲
地
域
並
み
の
整
備
は
、
人
材

確
保
や
費
用
の
面
で
も
難
し
い
と
判
断

し
て
い
る
。
平
成
　
年
度
か
ら
、
く
ま

３０

い
し
館
（
管
理
人
が
常
駐
）
で
月
に
　１０

人
程
度
だ
が
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環

境
を
提
供
し
て
い
る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
く
ま
い
し
館
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
の
か
？
（
三
澤
）

Ａ
　
熊
石
総
合
支
所
に
は
、
く
ま
い
し

館
の
使
い
方
を
明
記
し
て
い
る
の
で
、

案
内
は
し
て
い
な
い
。
（
課
長
）

Ｑ
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い

て
、
　

歳
以
上
の
町
民
税
非
課
税
世
帯

８０

を
対
象
に
、
年
間
７
千
２
百
円
の
福
祉

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が
出
て
い
る
。
そ

ろ
そ
ろ
年
齢
を
引
き
下
げ
る
か
、
金
額

を
上
げ
る
こ
と
を
考
え
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。
（
佐
藤
）

Ａ
　
金
額
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

（
課
長
）

Ｑ
　
年
間
７
千
２
百
円
だ
と
、
一
ヶ
月

６
百
円
だ
。
バ
ス
片
道
で
３
９
０
円
、

往
復
で
は
７
８
０
円
、
そ
れ
よ
り
も
低

い
。
遠
隔
地
で
は
往
復
も
で
き
な
い
。

料
金
を
増
や
す
べ
き
で
は
？
（
牧
野
）

Ａ
　
確
か
に
地
域
格
差
は
あ
る
。
し
か

し
、
公
共
交
通
の
協
議
を
、
今
年
、
始

め
た
ば
か
り
な
の
で
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

と
は
別
の
観
点
で
考
え
た
い
。
（
町
長
）

【
衛
　
生
　
 費
】

Ｑ
　
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
低

い
ま
ま
だ
が
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ

な
い
と
数
字
が
上
が
ら
な
い
の
で
は
？

（
三
澤
）

Ａ
　
健
康
管
理
は
自
ら
の
意
思
で
や
る

べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
受
け
た
く

な
い
人
に
「
受
け
て
く
だ
さ
い
」
と
、

引
っ
張
っ
て
い
く
の
は
違
う
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
（
町
長
）

【
労
 働
 費
・
商
 工
 費
】

Ｑ
　
産
業
人
材
確
保
・
育
成
事
業
（
リ

プ
モ
事
業
）
の
成
果
は
？
（
赤
井
）

Ａ
　
リ
プ
モ
事
業
は
４
ヶ
年
の
最
終
年

度
と
な
る
。
こ
の
事
業
で
目
指
し
て
き

た
も
の
は
、
八
雲
町
の
産
業
界
を
担
う

人
材
の
確
保
と
育
成
。
こ
の
春
か
ら
、

そ
の
事
業
を
ト
ー
タ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
す
る
組
織
を
株
式
会
社
と
し
て
設
立

す
る
準
備
を
し
て
い
る
。
新
規
就
農
者

の
た
め
の
家
賃
補
助
や
、
奨
学
金
返
済

の
た
め
の
補
助
、
研
修
牧
場
の
創
設
に

も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
（
課
長
）

Ｑ
　
こ
の
４
年
間
の
取
組
み
の
結
果
、

研
修
牧
場
や
商
工
関
係
の
株
式
会
社

へ
と
つ
な
が
っ
た
の
か
？
（
赤
井
）

Ａ
　
そ
の
と
お
り
。
た
だ
、
担
い
手
確

保
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
今
後
も
産
業
部
門
と
共
に
研
究

が
必
要
。
（
課
長
）

Ｑ
　
町
が
出
資
し
て
、
二
つ
の
株
式
会

社
を
作
る
と
い
う
意
見
は
、
産
業
連
携

促
進
協
議
会
か
ら
出
た
も
の
な
の
か
？

（
赤
井
）

Ａ
　
協
議
会
と
し
て
結
論
付
け
た
も
の

で
は
な
く
、
町
の
政
策
判
断
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
も
の
が
必
要
と
い
う
意
見
は
、

産
業
界
と
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。

（
課
長
）

 

 宮本 　 雅晴 　副委員長
みやもと まさはる

雇用確保は急務！



〔 ４ 〕令和元年11月号

Ｑ
　
４
年
間
で
、

人
材
確
保
は
ど
れ

く
ら
い
実
現
し
た
の
か
？
（
赤
井
）

Ａ
　
こ
の
事
業
の
中
で
、
人
材
を
確
保

し
て
い
く
の
が
目
的
で
は
な
く
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
行
く
か
を
議
論
す
る
。

実
態
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
と
し
て
協
力
隊

を
雇
い
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
、

様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
さ
せ
、
教
育

を
施
し
て
き
た
。
（
課
長
）

Ｑ
　
リ
プ
モ
事
業
が
立
ち
上
が
っ
た
ら
、

雇
用
が
生
ま
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
４

年
間
、
国
の
お
金
を
使
っ
て
話
し
合
っ

た
結
果
、
町
が
出
資
し
て
株
式
会
社
を

作
り
、
町
長
が
社
長
に
な
る
と
い
う

こ
と
な
ら
、
も
っ
と
早
く
か
ら
や
っ
た

方
が
手
っ
取
り
早
か
っ
た
の
で
は
。
こ

の
４
年
間
の
時
間
と
予
算
は
、
も
っ
と

う
ま
く
活
用
で
き
た
の
で
は
な
い
か
？

（
赤
井
）

Ａ
　
リ
プ
モ
事
業
に
は
大
き
な
期
待
を

し
て
い
た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

ず
、
大
き
な
反
省
が
必
要
。
た
く
さ
ん

の
反
省
も
あ
る
が
、
学
ん
だ
こ
と
も
多

い
の
で
、
今
後
そ
れ
ら
を
活
か
し
て
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。
（
町
長
）

【
農
 林
 水
 産
 費
】

Ｑ
　
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
推
進
事
業

の
状
況
と
今
後
は
？
（
赤
井
）

Ａ
　
平
成
　
年
度
は
畜
産
農
家
の
意
向

２９

調
査
を
行
っ
た
。
平
成
　
年
度
は
、
売

３０

電
、
自
分
で
活
用
、
熱
利
用
な
ど
い
ろ

い
ろ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。

八
雲
町
で
は
す
で
に
大
型
農
家
が
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
家
族
経
営
の
農
家
に

お
い
て
も
費
用
対
効
果
も
検
討
し
、
令

和
元
年
は
国
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。
取
得

す
る
こ
と
で
有
利
な
補
助
金
も
得
ら
れ

る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
今
後
、
農
家
の
賛
同
が
あ
れ
ば
、

糞
尿
は

電
気
や
熱
に
利
用
で
き
る
形

に
な
る
の
か
？
（
赤
井
）

Ａ
　
農
家
の
意
向
が
何
よ
り
も
大
切
。

糞
尿
処
理
の
費
用
対
効
果
を
考
え
な
が

ら
、
よ
り
有
効
に
活
用
し
、
環
境
に
も

配
慮
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
課
長
）

Ｑ
　
ウ
ニ
の
深
浅
移
植
事
業
の
平

成
　
年
度
の
様
子
は
？
（
赤
井
）

３０
Ａ
　
当
初
、
６
万
８
千
個
の
移
植
を
計

画
し
て
い
た
が
、
長
雨
や
時
化
の
た
め

海
が
濁
っ
て
い
て
、
最
終
的
に
４
千
５

百
個
し
か
移
植
で
き
な
か
っ
た
。
（
課

長
）

Ｑ
　
漁
家
の
数
が
減
っ
て
い
る
た
め
で

は
な
く
、
時
化
の
た
め
の
結
果
か
？

（
赤
井
）

Ａ
　
漁
家
も
減
っ
て
い
る
が
、
海
が

濁
っ
て
い
て
、
ダ
イ
バ
ー
も
潜
っ
て
い

け
な
か
っ
た
。
今
後
、
こ
の
事
業
は
縮

小
を
考
え
て
い
る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
ウ
ニ
深
浅
移
植
事
業
に
つ
い
て
、

年
々
、
事
業
規
模
、
決
算
実
績
が
減
じ

て
い
る
。
荒
天
だ
け
が
理
由
で
は
な
い

と
思
う
。
部
会
の
中
で
熱
意
に
差
が
あ

り
、
漁
に
出
る
出
な
い
の
判
断
に
積
極

性
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
部
会
へ
の
補
助
で
は
、
熱
意

の
あ
る
青
年
た
ち
の
や
る
気
を
削
ぐ
の

で
は
？
（
三
澤
）

Ａ
　
や
る
気
を
持
た
せ
、
産
業
と
し
て

育
て
る
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

（
課
長
）

Ｑ
　
自
分
た
ち
の
も
の
を
自
分
た
ち
で

売
り
さ
ば
く
動
き
も
と
て
も
大
切
。
部

会
に
の
み
目
を
奪
わ
れ
て
は
、
大
切
な

芽
を
摘
ん
で
し
ま
う
の
で
は
。
や
る
気

の
あ
る
人
を
育
て
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

（
三
澤
）

Ａ
　
こ
の
事
業
に
関
わ
ら
ず
、
若
者
の

や
る
気
を
大
切
に
、
最
善
の
方
法
を
尽

く
し
て
い
く
。
（
課
長
）

決算特別委員会

ウニ 深浅 移植事業
しんせん

深水域（１０ｍ以上）の未利用ウニ

を浅海域に移植し、養殖する事業。

事業主体：熊石磯廻り部会（代表）

事業費：２０４万円

　　　　（町が１／２を負担）
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Ｑ
　
町
有
林
森
林
認
証
事
業
の
狙
い
と

メ
リ
ッ
ト
は
？
（
大
久
保
）

Ａ
　
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
と
い
う
国
際
認
証
基
準

の
認
証
を
平
成
　
年
度
か
ら
取
得
し
て

２９

い
る
。
現
在
は
、
認
証
を
う
け
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
、
明
確
な
値
段
の
違
い

は
な
い
が
、
輸
入
材
に
つ
い
て
は
、
国

際
認
証
が
な
け
れ
ば
輸
入
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
木
材
流
通

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
く
。
町

有
林
で
認
証
取
得
で
き
る
所
は
、
す
べ

て
取
得
済
み
で
あ
り
、
民
有
林
に
つ
い

て
も
取
得
を
推
奨
し
て
い
く
。
（
課
長
）

【
土
　
木
　
 費
】

Ｑ
　
空
き
家
対
策
事
業
の
支
出
が

な
い
が
、
Ｐ
Ｒ
不
足
や
、
情
報
共
有
の

不
足
が
原
因
で
は
？
（
三
澤
）

Ａ
　
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業
で
認
知

度
が
低
か
っ
た
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
制
度
の
熟
成
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
参
考
と
し
て
令
和

元
年
度
は
、
空
き
家
解
体
支
援
、
子
育

て
支
援
用
改
修
事
業
と
も
に
申
請
を
頂

い
て
い
る
。
（
課
長
）

【
教
　
育
　
 費
】

Ｑ
　
農
漁
商
工
業
後
継
者
養
成
補
助
金

に
つ
い
て
、
対
象
者
を
把
握
し
た
う
え

で
の
予
算
（
大
学
生
２
人
、
高
校
生
２

人
）
で
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、
決
算
で

は
大
学
生
１
名
分
と
な
っ
て
い
る
。
ど

う
い
う
こ
と
か
？
（
三
澤
）

Ａ
　
平
成
　
年
度
は
１
名
に
貸
付
け
を

３０

し
た
。
予
算
で
は
、
入
学
後
の
申
請
も

見
込
ん
で
計
上
し
て
い
る
。
（
課
長
）

【
歳
　
　
　
入
】

Ｑ
　
基
金
が
　
億
円
も
積
み
上
げ

８６

ら
れ
て
い
る
。
国
か
ら
の
交
付
税
が
減

額
さ
れ
る
恐
れ
は
な
い
の
か
？
（
田
中
）

Ａ
　
確
か
に
、
使
途
が
明
確
で
は
な
い

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
国
も
注
視
し

て
い
る
の
で
、
　

億
円
を
目
途
と
し
て

１０

い
る
。
し
か
し
、
他
の
取
り
崩
し
可
能

な
基
金
の
残
高
は
　
億
円
と
な
っ
て
い

７４

る
。
（
町
長
）

【
病
 院
 事
 業
 会
 計
】

Ｑ
　
経
営
改
善
は
進
ん
で
い
る
の

か
？
（
牧
野
）

Ａ
　
人
口
減
少
な
ど
、
地
域
医
療
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
現
在
委
託
し
て
い
る
経
営
改
善
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
に
よ
り
、
今
後
、
数
年

で
改
善
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
（
事
務
長
）

Ｑ
　
医
師
確
保
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
？
（
牧
野
）
 

Ａ
　
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

医
師
の
確
保
は
、
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
大
学
と
関
係
機
関
、
団
体
等

と
連
携
し
、
お
願
い
し
て
い
る
。
（
事

務
長
）

基 金 の 状 況

Ｈ３０年度末現在高区　　　　　　　　分

１,０２６,４３０財 政 調 整 基 金

５４４,２１４減 債 基 金

６,６７８,２２５特 定 目 的 基 金

１,２０８,２９８公 共 施 設 整 備 基 金

１２２,５０８ま ち づ く り 振 興 基 金

５,３２４中山間ふるさと・水と土保全基金

３０１,８８６地 域 福 祉 基 金

８０,４２４ふ る さ と 振 興 基 金

１,１００,０００地 域 振 興 基 金

３,８５９,７８５ふ る さ と 応 援 基 金

８,２４８,８６９　 小　 　 　 計　

２２８,０７１定  額  運   用  基  金（現金）

１６３,６３３土 地 開 発 基 金（現金）

６４,４３８奨　 学　 基　 金（現金）

０国 民 健 康 保 険 事 業 基 金

１０３,０７６介 護 給 付 費 準 備 基 金

３２,７８９農業集落排水事業償還基金

８,６１２,８０５　 合　 　 　 計　

単位：千円



令和元年第3回定例会 一 般 質 問

〔 ６ 〕令和元年11月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。華

やかであるが「力量」が問われる。

 問
 
　
八
雲
町
の
斎
場
は
、
待
合
室
の

ホ
ー
ル
、
和
室
、
炉
前
の
ホ
ー
ル
が
、

と
て
も
暑
い
。
収
骨
場
は
熱
で
更
に
暑

い
状
況
で
あ
る
。
函
館
や
七
飯
は
オ
ー

ル
エ
ア
コ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
の

お
別
れ
を
す
る
場
所
で
あ
る
の
で
、
環

境
設
備
を
整
え
、
八
雲
斎
場
と
熊
石
斎

場
も
一
日
も
早
く
オ
ー
ル
エ
ア
コ
ン
化

す
る
べ
き
と
考
え
る
。
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

 町
長
 

昨
年
の
斎
場
利
用
状
況
は
、

八
雲
斎
場
２
１
６
件
、
熊
石
斎
場
が
　５３

件
と
な
っ
て
お
り
、
エ
ア
コ
ン
が
必
要

と
見
込
ま
れ
る
７
月
、
８
月
の
利
用
は
、

八
雲
斎
場
　
件
で
、
熊
石
斎
場
は
８
件

２７

と
な
っ
て
い
る
。

　
八
雲
斎
場
は
昭
和
　
年
に
供
用
開
始

６２

さ
れ
て
か
ら
　
年
が
経
過
し
、
損
傷
の

３２

進
行
し
や
す
い
火
葬
炉
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
老
朽
化
対
策
と
し
て
修
繕
計

画
を
立
て
、
施
設
の
延
命
化
を
図
っ
て

い
る
。
今
年
７
月
に
は
奥
の
和
室
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
た
。
熊
石
斎
場
は
平

成
　
年
に
整
備
し
た
が
、
エ
ア
コ
ン
は

１９
設
置
し
て
い
な
い
。

 

　
町
民
か
ら
の
要
望
は
聞
い
て
い
な
い

が
、
今
後
、
八
雲
斎
場
と
併
せ
て
、
必

要
が
あ
れ
ば
エ
ア
コ
ン
の
整
備
を
考
え

る
。
火
葬
炉
も
老
朽
化
し
て
お
り
、
早

急
に
と
は
言
え
な
い
が
、
財
政
的
な
こ

と
も
踏
ま
え
、
改
築
も
考
え
る
。

Ｑ
 
火
葬
場
へ
冷
房
設
備
を

Ａ
 
施
設
の
改
修
・
改
築
を
考
え
る

 宮本 　 雅晴  議員
みやもと まさはる



町政を問う

〔 ７ 〕 令和元年11月号

 質
問
要
旨
 
　
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
を
目
的
と
す
る
「
女
性
活
躍
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
」
が
成
立
し
た
。

こ

の

法

律

は
、
ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

を

「
行
っ
て
は
な
ら
な
い
！
」
と
明
記
。

ま
た
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
「
優
越
的
な
関
係

を
背
景
に
業
務
上
の
必
要
な
範
囲
を
越

え
た
言
動
で
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益

な
待
遇
や
取
り
扱
い
の
禁
止
」
を
義
務

付
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
、
八
雲
町
も
条
例
を
整
え
る

べ
き
。

 い
く
つ
か
の
町
長
答
弁
 

・
色
々
な
場
合
が
あ
り
、
こ
れ
で
す
べ

て
を
網
羅
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。
条
例
を
作
る
事
は
大
切
だ
と
い
う

気
は
し
ま
す
け
れ
ど
も
・
・
・
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
人
間
関
係
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
国
や
近
隣
町
の
動
向
を
見

な
が
ら
考
え
て
い
く
。

・
休
ま
れ
て
い
る
職
員
の
す
べ
て
が
パ

ワ
ハ
ラ
で
は
な
い
。
職
員
に
は
適
材
適

所
で
働
き
や
す
い
部
署
を
と
考
え
て
い

る
。
長
く
そ
の
部
署
に
い
て
も
仕
方
な

い
と
も
思
っ
て
い
る
。

・
こ
の
指
針
の
活
用
は
足
り
な
か
っ
た

と
反
省
も
あ
り
、
し
っ
か
り
と
考
え
て

い
き
た
い
。
多
種
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
認
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
進
め

な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
上

司
、
同
僚
、
町
民
と
職
員
な
ど
様
々
な

関
係
が
あ
り
、
変
化
も
す
る
。
注
意
深

く
見
な
が
ら
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

質
問
を
終
え
て
 
　
八
雲
町
は
平
成

　
年
４
月
に
施
行
し
た
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ

２６ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す
る
指
針
」

Ｑ
 
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
を
基
に
条
例
を
作
る
べ
き
！

Ａ
 
国
や
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら
考
え
る

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お

と
い
う
内
部
規
則
で
対
応
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
指
針
の
適
用
前
と
、

適
用
後
で
は
「
精
神
的
な
病
気
を
理

由
に
休
ん
だ
職
員
数
」
に
有
効
な
変
化

は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
規
制
法
を
基
に

し
て
、
す
べ
て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の

対
応
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
！
と
訴
え
た

が
、
の
ら
り
く
ら
り
と
言
葉
は
多
い
が
、

「
内
部
で
検
討
す
る
。
」
以
上
の
言
質
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
町
長
は
嘉
納
治
五
郎
翁
の
「
逆
ら
わ

ず
し
て
勝
つ
」
を
実
践
さ
れ
て
い
た
の

か
も
。
質
問
席
で
は
、
も
っ
と
冷
静
に

答
弁
を
聞
き
、
詰
め
て
い
か
な
け
れ

ば
！
と
強
く
反
省
を
し
た
。

精神的な病気を理由に休んだ職員数

復帰支援休んだ職員年度

１（勤務軽減）５Ｈ２３

１（勤務軽減）１１Ｈ２４

１（試し出勤）１０Ｈ２５

「パワーハラスメントの防止等に

関する指針」　Ｈ２６．４．１策定

３（試し出勤）１１Ｈ２６

４（試し出勤）８Ｈ２７

１（勤務軽減）９Ｈ２８

１（勤務軽減）

３（試し出勤）
１１Ｈ２９

１（試し出勤）８Ｈ３０

１（試し出勤）３Ｒ元

単位：人

●復帰支援以外の職員支援

　①ストレスチェック

　②産業医との面談

　③総務課職員との面談

　④コンプライアンス研修（ハラスメント研修）

　⑤管理者研修



令和元年第3回定例会 一 般 質 問

〔 ８ 〕令和元年11月号

 問
 
　
防
犯
カ
メ
ラ
や
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
事
故
や
犯
罪
の
映
像

が
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
よ
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
映
像
は
事
故
処
理

や
示
談
協
議
、
犯
罪
の
告
発
や
捜
査
に

と
て
も
有
効
で
あ
り
、
そ
の
普
及
率
は

民
間
レ
ベ
ル
で
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
映
像
記
録

の
保
存
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

存
在
を
知
ら
し
め
る
こ
と
が
防
犯
に
も

有
効
だ
と
い
う
。

　
八
雲
町
に
お
い
て
も
、
通
学
路
を
中

心
に
公
共
施
設
前
や
主
要
な
交
差
点
等

に
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
そ
の
考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

防
犯
カ
メ
ラ
に
は
、
①
犯
罪

者
に
犯
行
を
思
い
と
ど
ま
せ
る
犯
罪
抑

止
効
果
、
②
そ
の
場
の
利
用
者
に
安
心

感
を
与
え
る
効
果
、
③
映
像
を
利
用
し

犯
罪
捜
査
へ
貢
献
す
る
効
果
の
三
つ
の

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

行
方
不
明
者
や
認
知
症
高
齢
者
の
捜
索

に
も
期
待
で
き
る
。

　
し
か
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も

あ
り
、
設
置
場
所
の
入
念
な
検
証
と
、

住
民
と
の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
八
雲

警
察
署
と
も
連
携
し
、
検
討
を
進
め
る
。

質
問
を
終
え
て
 
　
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
八
雲
町
で
毎

週
の
よ
う
に
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
下
校
の
児
童
を
狙
っ
た
不
審

者
の
話
も
、
昔
か
ら
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
も
進
歩
し
、
防
犯
機
器

も
安
価
に
な
っ
て
き
て
い
る
昨
今
、
住

民
生
活
の
安
心
と
安
全
に
は
、
極
め
て

費
用
対
効
果
の
高
い
こ
と
だ
と
思
い
、

提
案
し
ま
し
た
。
町
長
か
ら
は
前
向
き

な
答
弁
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後
の

進
捗
を
注
目
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
 
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
安
全
な
ま
ち
を
！

Ａ
 
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る

 大  久  保  建一  議員
おお く ぼ けんいち

先進地事例

・千葉県市川市では、防犯カメラを

市内各所に設置してから、犯罪認

知件数が設置前の約１／３に減少

した。

・大阪府枚方市でも半減した。

八雲警察署管内の犯罪発生件数

平成２８年　８６件（内６１件は盗難）

平成２９年　６６件（内４３件は盗難）

平成３０年　６６件（内３８件は盗難）



町政を問う

〔 ９ 〕 令和元年11月号

 問
 
　
今
や
二
人
に
一
人
は
が
ん
に
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
が
ん
を
抱
え

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
人
の
経
験
を
聞

く
機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
ち
全
体
の
が
ん

へ
の
意
識
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ご
本
人
の
承
諾
を
得
た
う
え
で
講
演

会
や
座
談
会
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

 町
長
 

当
町
に
お
い
て
も
死
因
の
第

一
位
は
「
が
ん
」
で
あ
る
。
講
演
会
の

開
催
が
「
が
ん
に
対
す
る
知
識
の
啓
発

や
、
ご
本
人
と
家
族
の
心
の
支
援
、
周

囲
の
理
解
を
促
進
す
る
ひ
と
つ
の
方
法

に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

２
ヶ
月
に
一
度
の
「
が
ん
サ
ロ
ン
」
で

は
、
「
他
人
に
話
す
の
は
勇
気
が
い
る
」
、

「
家
族
に
も
心
配
を
か
け
て
い
る
の
で

伝
え
た
く
な
い
」
、
「
再
発
や
転
移
の
不

安
の
な
か
で
日
々
生
活
し
て
い
る
」
等

の
声
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現

状
か
ら
、
町
か
ら
講
演
を
依
頼
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
だ
と
感
じ
て
お
り
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

 問
 
　
護
岸
の
老
朽
化
は
漁
家
の
悩
み

の
種
で
あ
る
。
毎
年
何
件
の
改
修
要
望

を
、
北
海
道
に
出
し
て
い
る
か
。
進
捗

状
況
も
併
せ
て
伺
う
。

 町
長
 

護
岸
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

黒
岩
、
山
崎
、
内
浦
、
栄
浜
の
各
１
件

と
、
浜
松
４
件
の
合
計
８
件
を
要
望
し

て
い
る
。

　
進
捗
状
況
は
、
浜
松
の
１
件
が
平
成

　
年
度
よ
り
整
備
が
開
始
さ
れ
、
令
和

２２

元
年
度
で
　
・
６
％
の
見
込
み
。
他
の

７３

７
件
は
未
着
手
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
は
、
北
海
道
に
対
し
、
整

備
の
必
要
性
を
引
き
続
き
要
望
し
て
い

く
。

 問
 
　
国
保
に
は
世
帯
の
人
数
を
算
定

基
礎
と
す
る
「
均
等
割
」
が
あ
る
。
世

帯
の
人
数
が
保
険
税
に
影
響
す
る
の
は

国
保
だ
け
で
あ
る
。

　
家
族
の
人
数
が
増
え
れ
ば
負
担
も
増

え
る
の
で
は
、「
子
育
て
支
援
」
に
逆
行

す
る
の
で
は
な
い
か
。
「
子
育
て
支
援
」

と
し
て
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
の

負
担
能
力
に
応
じ
て
賦
課
す
る
応
能
割

と
、
受
益
の
程
度
に
応
じ
て
賦
課
す
る

応
益
割
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
応

益
割
の
中
で
も
均
等
割
は
被
保
険
者
の

多
い
世
帯
ほ
ど
、
保
険
税
が
加
算
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

均
等
割
の
算
定
で
は
負
担
能
力
に
応
じ

Ｑ
 
が
ん
と
共
に
生
き
る
人
の
話
を
聞
こ
う

Ａ
 
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ

Ａ
　
８
件
中
、
７
件
は
未
着
手

Ｑ
　
護
岸
工
事
の
進
捗
状
況
は

Ａ
　
均
等
割
の
軽
減
措
置
、
導
入
は

　
　
難
し
い

Ｑ
　
国
保
で
も
子
育
て
支
援
を

て
、
所
得
の
低
い
世
帯
に
は
保
険
税
を

軽
減
す
る
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

新
た
に
均
等
割
の
軽
減
措
置
を
導
入
す

れ
ば
、
他
の
世
帯
に
更
な
る
負
担
を
求

め
る
こ
と
に
な
り
、
理
解
を
得
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
る
。

 町
長
 

平
成
　
年
度
は
相
生
公
園
、

３０

か
つ
ら
児
童
公
園
、
白
樺
児
童
公
園
の

４
基
の
遊
具
を
更
新
、
修
繕
し
た
。

　
遊
具
の
移
設
は
、
過
去
に
実
績
は
な

く
検
討
も
し
て
い
な
い
。
新
設
は
、
必

要
に
応
じ
検
討
す
る
。

Ｑ
　
遊
具
設
置
の
考
え
方
は

旧あかしや保育園跡に整備された小公園



令和元年第3回定例会 一 般 質 問

〔 １０ 〕令和元年11月号

議会これからの予定
《１１月》　　　２８日　第５回臨時会

《１２月》　　　４日　議会運営委員会

　　　　９日～１３日　第４回定例会

　　　　　　　　　　会派代表者会議

　　　　　　　　　　各常任委員会

　　　　　　　１３日　全員協議会

議会を傍聴してみませんか

次の議会は、

令和元年第４回定例会

12月９日（月）午前10時から

開会の予定です。

お気軽に足を運んでみてください。

YouTubeで映像配信もします

 問
 
　
八
雲
町
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
災

害
は
、
地
震
で
は
「
北
海
道
南
西
沖
地

震
」
、
「
東
日
本
大
震
災
」
、
「
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
」
で
、
全
国
的
に
は
毎
年
、

甚
大
な
被
害
を
出
し
て
い
る
台
風
や
水

害
な
ど
、
近
年
多
発
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
災
害
に
備
え
て
必
要
な
物
品
を

備
蓄
し
て
い
る
が
、
生
活
様
式
の
変
遷

に
よ
り
、
ス
マ
ホ
の
充
電
が
必
須
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
各
避
難
所
に
配
置

す
る
発
電
機
と
一
緒
に
ス
マ
ホ
の
充
電

器
を
配
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

 町
長
 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
保
有
率

は
　
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
電
話
機

６０
能
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
能
を
備

え
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
電
池

の
消
費
が
早
く
、
災
害
時
に
充
電
の
需

要
が
高
ま
る
こ
と
は
、
昨
年
の
胆
振
東

部
地
震
の
際
に
、
官
民
双
方
で
充
電
場

所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
。

当
町
と
し
て
も
、
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
お
り
、
災
害
時
備
蓄
品
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
今
年
度
、
一
度
に
複
数
の
充

電
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

電
源
タ
ッ
プ
を
、
予
算
の
範
囲
内
で
購

入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

総
務
課
長
 
　
当
初
予
算
で
予
定
し

て
い
る
備
品
を
購
入
し
た
中
で
、
執
行

残
が
既
に
出
て
い
る
の
で
、
そ
の
範
囲

内
で
電
源
タ
ッ
プ
を
調
達
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
年
度
、
あ
る
程
度
の
数

を
調
達
し
、
不
足
が
あ
る
場
合
は
来
年

度
予
算
に
考
え
て
い
る
。

Ｑ
 
ス
マ
ホ
の
充
電
器
も
備
え
て
は
？

Ａ
 
備
蓄
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
備
え
る
　
　

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し



町政を問う

〔 １１ 〕 令和元年11月号

 問
 
　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
進
む
中
、
最
近
の
八
雲
町
は
Ｕ

タ
ー
ン
の
若
者
や
移
住
者
等
に
よ
り
、

減
少
カ
ー
ブ
が
少
し
穏
や
か
に
な
っ
て

い
る
。
外
国
人
就
労
者
等
も
増
え
つ
つ

あ
る
中
、
全
て
の
町
民
が
安
心
・
安
全

に
過
ご
せ
る
対
応
が
必
要
。

①
八
雲
町
を
訪
れ
る
外
国
人
の
た
め
に
、

案
内
表
記
は
外
国
語
で
行
う
こ
と
も
必

要
で
は
？

②
外
国
人
就
労
者
の
た
め
の
相
談
窓
口

の
明
記
や
紹
介
が
必
要
で
は
？

③
「
町
民
」
と
い
う
言
葉
に
対
す
る
解
釈

の
仕
方
や
、
各
種
案
内
や
チ
ラ
シ
の
標

記
を
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

①
外
国
人
宿
泊
数
は
１
％
と

規
模
が
小
さ
い
。
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
に

多
言
語
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置

し
、
観
光
物
産
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
多
言
語
で
若
干
紹
介
し
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
こ
と
に
も
目
を
配
り
た
い
。

②
北
海
道
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

八
雲
町
と
し
て
も
対
応
が
必
要
。
災
害

時
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
町
の
中
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
た
案
内
も
考
え
ら
れ

る
。
来
年
か
ら
商
工
観
光
労
政
課
を
中

心
に
窓
口
を
設
置
し
、
相
談
を
受
け
る

形
で
考
え
て
い
る
。

③
町
民
皆
様
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
行
う
。

 問
 
　
八
雲
町
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
は
十
分
に
可
能
だ
と
思
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は
、
今
ま
で

外
へ
出
て
い
た
お
金
が
、
地
域
を
循
環

す
る
と
い
う
理
想
的
な
仕
組
み
が
出
来

る
。
町
長
の
公
約
に
も
あ
る
の
で
、
是

非
実
現
す
べ
き
だ
が
、
実
現
に
向
け
て

の
課
題
と
可
能
性
は
？

 町
長
 

自
治
体
新
電
力
に
つ
い
て
は
、

「
発
電
コ
ス
ト
の
低
い
独
自
電
源
、
ま

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み

た
は
電
力
の
確
保
」
、
「
町
内
企
業
や
住

民
の
需
要
の
確
保
」
、
「
そ
れ
ら
を
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
能
力

や
体
制
」
が
大
き
な
課
題
。

　
た
だ
、
可
能
性
は
有
り
か
無
し
か
と

問
わ
れ
る
と
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
今
後
、

国
や
道
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
集

め
な
が
ら
。
一
部
地
域
か
ら
で
も
始
め

て
い
け
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
新
庁
舎

等
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
も
、
そ
の
辺

を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
施
設
整
備
を

し
て
い
く
。

Ｑ
 
町
民
誰
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
八
雲
町
に
！

Ａ
 
十
分
配
慮
し
、
丁
寧
に
対
応
す
る
　
　

Ａ
　
様
々
な
可
能
性
を
含
め
、

　
　
幅
広
く
研
究
を
進
め
る

Ｑ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の

　
　
実
現
を
！

バイオマス発電

漁業体験を楽しむ外国人観光客



〔 １２ 〕令和元年11月号

定例会・臨時会議件一覧

令和元年第３回臨時会議件一覧（令和元年７月２２日）

工事請負契約の締結について議案第２号工事請負契約の締結について議案第１号

令和元年第４回臨時会議件一覧（令和元年８月８日）

工事請負契約の締結について議案第４号工事請負契約の締結について議案第１号

令和元年度八雲町一般会計補正予算（第４号）議案第５号工事請負契約の締結について議案第２号

－－工事請負契約の締結について議案第３号

令和元年第３回定例会（令和元年９月９日～１３日）

八雲町病院事業使用料及び手数料条例の一部を改

正する条例
議案第１０号

平成３０年度八雲町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて
認定第１号

山越郡衛生処理組合の解散について議案第１１号
平成３０年度八雲町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について
認定第２号

山越郡衛生処理組合規約の変更について議案第１２号
平成３０年度八雲町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について
認定第３号

令和元年度八雲町一般会計補正予算（第５号）議案第１３号
平成３０年度八雲町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について
認定第４号

令和元年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）
議案第１４号

平成３０年度八雲町熊石地域簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算認定について
認定第５号

令和元年度八雲町病院事業会計補正予算（第１号）議案第１５号
平成３０年度八雲町下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について
認定第６号

八雲町教育委員会委員の任命に関し同意を求める

ことについて
同意第１号

平成３０年度八雲町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について
認定第７号

キャッシュレス社会の実現を求める意見書発委第１号平成３０年度八雲町病院事業会計決算認定について認定第８号

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書発委第２号平成３０年度八雲町水道事業会計決算認定について認定第９号

水産業の体質強化を求める意見書発議第１号八雲町印鑑条例の一部を改正する条例議案第１号

プラごみ対策を国に求める意見書発議第２号

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化

等を図るための関係法律の整備に関する法律の施

行に伴う関係条例の整備に関する条例

議案第２号

高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める

意見書
発議第３号八雲町森林環境譲与税基金条例議案第３号

マクロ経済スライドの廃止で「減らない年金」の

実現を求める意見書
発議第４号八雲町消防手数料徴収条例の一部を改正する条例議案第４号

太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用

を求める意見書
発議第５号

八雲町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例及び八雲町保

育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する

条例

議案第５号

幌延深地層研究計画（案）の撤回を求める意見書発議第６号八雲町大型獣解体処理施設条例議案第６号

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・

強化を求める意見書
発議第７号八雲町町営住宅条例の一部を改正する条例議案第７号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書八雲町給水条例の一部を改正する条例議案第８号

議員派遣の件八雲町簡易水道設置条例の一部を改正する条例議案第９号



〔 １３ 〕 令和元年11月号

能
登
谷
　
正
　
人

黒
　
島
　
竹
　
満

千
　
葉
　
　
　
隆

宮
　
本
　
雅
　
晴

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

田
　
中
　
　
　
裕

三
　
澤
　
公
　
雄

赤
　
井
　
睦
　
美

大
久
保
　
建
　
一

齋
　
藤
　
　
　
實

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

関
　
口
　
正
　
博

採決結果議　　　　　件　　　　　名

×××××欠×○××○○×否　　決
マクロ経済スライドの廃止で「減らない年金」の

実現をを求める意見書
発議第４号

×××××欠○○××○○×否　　決幌延深地層研究計画（案）の撤回を求める意見書発議第６号

賛成　〇　　反対　×　

※能登谷　正人議長は賛否同数の場合に、その可否を決定します。

　　　　　第３回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

群馬県利根郡町村議長会が視察！

《８月》

　　　８日　第４回臨時会

　　　　　　役場庁舎等整備調査特別委員会

　　　　　　全員協議会

　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　文教厚生常任委員会

２１日～２２日　総務経済常任委員会行政視察調査

　　　　　　（奥尻町）

　　　２６日　広報広聴常任委員会

《９月》

　　　４日　議会運営委員会

９日～１３日　第３回定例会

　　　９日　会派代表者会議

１０日～１２日　決算特別委員会

　　　１０日　文教厚生常任委員会

　　　１１日　総務経済常任委員会

　　　１２日　役場庁舎等整備調査特別委員会

　　　　　　広報公聴常任委員会

　　　１３日　全員協議会

　　　　　　議会運営委員会

　　　　　　会派代表者会議

　　　２０日　総務経済常任委員会

《１０月》

　　　１日　文教厚生常任委員会

　　　８日　議会運営委員会

　　　　　　広報広聴常任委員会

　　　９日　渡島檜山管内町村議会議員研修会

　　　　　　（北斗市）

　　　１５日　広報広聴常任委員会

　　　２５日　役場庁舎等整備調査特別委員会

議会のうごき

　議会基本条例について、群馬県利根郡の１町３村の議長の

皆さんが、八雲町議会に視察に訪れました。

　これからの議会活動に活かしていくことを目的に、議会基

本条例を作るに至った経緯と、その後の取り組みについて話

し合いました。

　共通の課題として、議員のなり手不足の問題が浮き彫りと

なりました。



〔 １４ 〕令和元年11月号

　７月23日、はぴあ八雲で開催し、19名の皆さまの参加を

いただきました。八八八八八八八八八八八八八八雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲会会会会会会会会会会会会会会八雲会場場場場場場場場場場場場場場場
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宇
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（議員定数・報酬について）

・人口約１万６千人で定数16人は良いと思うが、候補者はいるのか。

・今14人でやっていて、そこから亡くなったら更に減るのだから、減らすことは考えない方がいい。

・女性議員をどのように増やすか考えるべき。良いアイディアを持っている女性が多いから、そうした

女性を入れるべき。

・人口減少に合わせて、定数も減らしていくべき。

・報酬に関して議論するなら、もっとしっかりとした資料が必要。

・今回のように、どんどん町民の意見を吸い上げて、議会で活かしてくれると、誰も報酬を下げろとい

う人はいないはず。
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（役場新庁舎について）

・新幹線が来たら、在来線の特急はどうなるのか。庁舎と共に警察や保健所の移転もあるという話を聞

いたが、そうなると町が大きく変わる。そのことに対して詳しい説明がない。

（その他）

・議会サポーター等を導入して、もっと議会に関心を持ってもらうことが必要。退職した町職員の人た

ちに協力してもらって是非やるべき。

※主な意見を抜粋しました。

３会場で40名は少ない！

もっと来てもらわなければ！開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた開催しました！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ ててててててててててててててててててててててててててててて くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ さささささささささささささささささささささささささささささ いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいか せ て く だ さ い ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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（議会について）

・欠員が出ていて活動に支障はないか。

・人口が減ったから定数を減らすのではなく、地域の声を拾い上げることを考えた定数であってほしい。

・一般の会社員が議員になって活動するなら、今の金額では出来ないだろうなと感じる。

・報酬と定数は別々に考えるべき。なり手不足は環境整備の問題。

・議会として、熊石地域を発展させられるという思いはあるか。

・議会の映像配信、メリットはあったか。

（地域の要望）

・地域バス、あるいは福祉バスを導入できないか。

・新しくできる保育所に学童機能を持たせることはできるか。

・町道の状態を見て、現状を知ってほしい。

・国保病院は、地域や町民から信頼される病院づくりを。規模の適正化と共に、町民の命を守るために

どうするのか考えることが大事だと思う。

　７月23日、熊石総合支所で開催し、14名の皆さまの参加を

いただきました。熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊石石石石石石石石石石石石石石会会会会会会会会会会会会会会熊石会場場場場場場場場場場場場場場場
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（議員定数・報酬について）

・議員定数は今のままで、報酬は引き上げても良

いのではないか。

（新庁舎について）

・３か所の視察は、どういったものか。それらの

視察に基づいて、新庁舎設立はどういう規模で、

どのようになっていくのか。

（公共交通について）

・病院関係で巡回バスがあれば良いなと思う。バ

ス停まで歩くのも大変。

　７月23日、落部レクセンターで開催し、７名の皆さまの

参加をいただきました。落落落落落落落落落落落落落落部部部部部部部部部部部部部部会会会会会会会会会会会会会会落部会場場場場場場場場場場場場場場場

開かれた議会

　　　をめざして
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告会 報 告 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆 さささささささささささささささささささささささささささささ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん ののののののののののののののののののののののののののののの 声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声 ををををををををををををををををををををををををををををを～ 皆 さ ん の 声 を 聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞
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　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和元年８月から１０月の

各常任委員会の活動です。

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
固
定
資
産
税
に
お
け
る
新
築
牛
舎
の

今
後
の
課
税
方
針
に
つ
い
て
（
財
務
課
）

　
こ
れ
ま
で
、
町
の
認
定
基
準
で
、
固

定
資
産
上
の
「
家
屋
」
で
は
な
く
、「
償

却
資
産
」
と
認
定
し
た
牛
舎
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
に
お
い
て
不
動
産
取
得
税

を
課
税
で
き
な
か
っ
た
。
令
和
元
年
５

月
に
、
渡
島
総
合
振
興
局
よ
り
、
不
動

●
八
雲
地
域
サ
ー
モ
ン
養
殖
試
験
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
（
水
産
課
）

　
漁
業
経
営
の
安
定
並
び
に
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
八
雲

町
と
落
部
漁
協
が
共
同
で
サ
ー
モ
ン
の

海
中
養
殖
を
実
施
す
る
。

総
務
経
済

産
取
得
税
に
お
い
て
、
道
認
定
基
準
を

参
考
に
牛
舎
を
判
定
す
る
よ
う
、
町
に

要
請
さ
れ
た
。
今
後
は
、
令
和
２
年
１

月
以
降
の
新
築
牛
舎
よ
り
、
道
認
定
基

準
に
準
拠
し
、「
家
屋
」
の
判
定
を
行
う
。

●
落
部
さ
け
・
ま
す
養
殖
事
業
の
再
構

築
に
つ
い
て
（
水
産
課
）

　
今
年
度
の
施
策
事
業
で
あ
る
が
、
地

下
水
開
発
が
極
め
て
困
難
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
の
事
業
展
開
は

取
り
や
め
、
事
業
の
再
構
築
を
検
討
す

る
。

八雲地域サーモン養殖試験に係る費用

４,１９０千円施設整備費用

８１４千円種苗代

１４７千円餌料購入費

１,２７５千円
その他

（海水馴致費用等）

６,４２６千円合　計

八雲地域サーモン養殖試験スケジュール

６月～９月１月～５月

令

和

２

年

１２月１１月１０月９月

令

和

元

年

生存率・増重率調査

試験結果まとめ

飼育・環境調査

生物測定
飼育開始

種苗搬入

馴致作業

イケス整備・設置

養殖試験準備

八雲地域サーモン養殖試験事業の概要

１０ｍ鋼管枠イケス施設規模

トラウトサーモン　３００尾魚種及び数量

種苗　０.８㎏／尾　成魚　３.０㎏／尾（目標サイズ）種苗、成魚の大きさ

落部漁業協同組合　青年部養殖試験の実施者
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文
教
厚
生

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
保
健
福
祉
課
】

１
　
高
齢
者
等
除
雪
費
助
成
金
交
付
事

業
に
つ
い
て

 

《
助
成
対
象
経
費
》
町
が
業
務
契
約
を

締
結
し
た
事
業
者
に
対
し
て
支
払
い
を

し
た
除
雪
料
金
。

《
助
成
率
》
生
活
保
護
世
帯
は
４
分
の

３
、
生
活
保
護
以
外
の
世
帯
は
２
分
の

１
。

《
対
象
期
間
》
　

月
１
日
～
３
月
　
日
。

１１

３１

２
　
八
雲
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
廃

止
に
つ
い
て

《
廃
止
の
理
由
》
介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
　
年
４
月
に
地
域
包
括
支
援
セ

１９

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
軽
度
の
支
援
が

そ
ち
ら
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
が
減
少
し
た
。
ま
た
、
介
護
予

防
に
重
点
が
置
か
れ
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
の
管
理
者
に
主
任
介
護
支
援
専

門
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
が
、
有
資
格
者
が
不
在
の
た
め
、
３

月
　
日
で
廃
止
。

３１

【
環
境
水
道
課
】

山
越
郡
衛
生
処
理
組
合
し
尿
処
理
費
の

改
正
に
つ
い
て

【
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
】

熊
石
地
域
の
ご
み
処
理
手
数
料
・
し
尿

及
び
浄
化
槽
汚
泥
処
理
手
数
料
の
改
正

に
つ
い
て

 

中
頓
別
町
議
会
の
皆
様
が
視
察
に
！

　
４
年
前
に
行
っ
た
「
地
域
医
療
セ
ミ

ナ
ー
」
の
調
査
の
た
め
、
　

月
３
日
、

１０

中
頓
別
町
議
会
の
皆
様
が
、
は
る
ば
る

八
雲
ま
で
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
地
域
医
療
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

お
互
い
の
町
の
情
報
交
換
を
し
、
今
後

の
取
組
み
に
つ
い
て
、
熱
く
語
り
合
い

ま
し
た
。
ど
こ
の
町
も
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
、
医
師
確
保
に
苦
戦
し

て
い
ま
す
が
、
情
報
共
有
し
な
が
ら
、

あ
き
ら
め
ず
に
連
携
し
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

改正後改正前区　　　　　分

１１０円
１１０円

１０８円
１０８円

燃やせるゴミ袋（大）
燃やせないゴミ袋（大）

５５円
５５円

５４円
５４円

燃やせるゴミ袋（中）
燃やせないゴミ袋（中）

３３円３２円燃やせるゴミ袋（小）

１１０円１０８円粗大ごみ処理券

２,２００円２,１６０円小動物焼却手数料

６２０円

６２円

６１０円

６１円

し尿及び浄化槽汚泥
処理手数料１００ℓまで

１００ℓを超えて１０ℓ増すごとに

改正後改正前区　分

２４５円２４０円５０ℓ券

４９０円４８０円１００ℓ券

９８０円９６０円２００ℓ券

２,４５０円２,４００円５００ℓ券

４,９００円４,８００円１,０００ℓ券

比　　較令和元年度平成３０年度年　度

生保以外生保生保以外生保生保以外生保区　分

５００円５００円１,６００円１,６００円１,１００円１,１００円除雪料金

２５０円３７５円８００円１,２００円５５０円８２５円助成金

２５０円１２５円８００円４００円５５０円２７５円利用者負担

《対象者》　概ね６５歳以上の者、または心身障がい者であって、身体の虚弱や

障がいのために除雪が困難で、かつ、協力者の確保ができないもの

《除雪の実施方法》　１５㎝以上の降雪量で、除雪範囲は自宅玄関から直近の公

道までの通路を確保し、１回に要する時間は３０分以内で、１日２回を限度と

する
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Ｑ　今回の一番の目的は？

　この農業祭で、地元の皆様に自分たちが作っ

ている農作物を知ってもらい、地元の食材とし

ても認めてもらいたくて企画しました。もち米

の「風の子もち」や牛乳、野菜、花きなどの落部・

八雲両支部の生産物のＰＲを一番に考えました。

これまでも、落部支部は札幌や青森に出かけ、

餅つき囃子を披露して、「風の子もち」のＰＲをす

るなど、積極的に取り組んでいたけれど、八雲

支部はその点が弱い。もっと色々な野菜、花き

を作っていることも、知ってもらいたい。

Ｑ　農業祭を終えてどうでしたか？

　今回は、これまでの２回とガラッと変える！

ということを強く意識していて、コンセプトも

農産物を前面に出すことにこだわりましたし、

場所も変えた。にもかかわらず、予想以上のお

客様に来てもらえて、感動しています。

Ｑ　最近、新規就農者が増えてきていますね。

その方たちとの交流は？

　青年部ではないけれど、４Ｈクラブなどで交

流がある。視察にも行かせてもらいました。他

の行事で、例えば耳吊り大会やハロウィン、農

泊等の打ち合わせの場で一緒になることがある。

彼らも積極的にまちづくりに関わってきている

ので、僕たちも負けずに頑張りたい。

Ｑ　今後の目標は？（個人的にどうぞ）

・肉牛の育成を５０頭ほどやっています。自力で

育成舎の改修をやっている。更に牛の数を増

やしていきたい。

・親の仕事をしっかりと引き継げるよう、日々

勉強です。結婚したいです。

・放牧に取り組んでいます。試行錯誤しながら、

乳量を７,０００㎏／頭から９,０００㎏／頭に増やし

てきた。更に充実させていきたい。

Ｑ　農業祭「八雲をたべＹＯ！」に関しては？

　来てくれる皆様に飽きられないよう、新しい

取り組みも考えて行きたい。ゆくゆくは、この

農業祭に加わりたくて、Ｉターン、Ｕターンす

る人が出てくるようなものにしていきたい。

…取材を終えて…

　八雲では、もち米と軟白ネギ、牛乳だけでは

なく、色々な野菜も作られていることを町民の

多くの方に知ってもらい、実際に食べてもらっ

て、そのおいしさを広めてもらえるよう、これ

からも努力してもらいたいし、そんな農業祭で

もあってほしいです。

発行／北海道八雲町議会　衣049-3192　北海道二海郡八雲町住初町138　緯0137-62-2388

この広報の製作費は、１部あたり４５円です。

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

　八雲をたべＹＯ！実行委員会の皆さまです！

　営利を目的とする場合を除き、こ
の議会広報誌をそのまま読むことが
困難な方のために、録音図書・拡大
写本等へ複製することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。

　興味と感心を持ってもらうことが「協働のまちづくり」と「議員のなり手

づくり」に繋がると信じ、今号から誌面改革を行っていきます。まずは、今

まで一人１／２ページだった一般質問を１ページにしました。一般質問を行うことは義務ではないの

で、頻繁にやる人、たまにやる人、全くやらない人等いますが、議員個人の考えがわかりやすく、傍

聴しても一番面白い？のがこの一般質問です。誌面で興味を持ったら、更に臨場感が伝わる動画

（YouTube）もありますので、ぜひご覧ください。

　また、これまで公平性や公共性を保つため、

つまらなくなりがちだった記事全般も、これか

らは主観を入れながら、「面白く、わかりやす

く」を目標に、共感される誌面作りを目指して

いきますので、楽しみにしていて下さい。

議会広報広聴常任委員会　委員長　大久保建一

編  集  後  記


